
あ

エッサくんと行く

広
報

や
す

ぎ
　

平
成

2
８

年
６

月
号

昔さ ぽん
むかし

古紙配合率70％再生紙を使用しています

やすぎ再発見

柳
やなぎ

地
じ

蔵
ぞ う

さん

　江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

、大
だい

凶
きょう

作
さく

が続
つづ

き、全
ぜん

国
こく

で食
た

べ物
もの

が不
ふ

足
そく

しま

した。安
やす

来
ぎ

でも米
こめ

や野
や

菜
さい

がとれなくて農
のう

民
みん

も町
ちょう

人
にん

も困
こま

っ

ていました。町
まち

は食
た

べ物
もの

を求
もと

める人
ひと

や餓
が

死
し

する人
ひと

、病
びょう

気
き

で倒
たお

れる人
ひと

などであふれました。

　西
にし

灘
なだ

で回
かい

船
せん

問
どん

屋
や

を営
いとな

んでいた大
おお

笹
ざさ

屋
や

の主
しゅ

人
じん

・茂
も

七
しち

は、

この様
よう

子
す

に心
こころ

を痛
いた

めていました。そして、ある決
けつ

意
い

をす

るのです。ある日
ひ

、茂
も

七
しち

から相
そう

談
だん

を受
う

けた大
おお

笹
ざさ

屋
や

の手
て

代
だい

が、大
おお

笹
ざさ

屋
や

にある松
まつ

江
え

藩
はん

の米
こめ

蔵
ぐら

の石
いし

を外
はず

し中
なか

に入
はい

りまし

た。そして、一
いっ

俵
ぴょう

、また一
いっ

俵
ぴょう

と米
こめ

俵
だわら

を運
はこ

び出
だ

し、すべて

貧
まず

しい人
ひと

に分
わ

け与
あた

えたのです。米
こめ

がなくなってしまった

ことがばれないよう、正
しょう

面
めん

入
いり

口
ぐち

に米
こめ

俵
だわら

を残
のこ

して蔵
くら

には一
いっ

杯
ぱい

に米
こめ

俵
だわら

があるように見
み

せかけていました。

　ところが運
うん

悪
わる

く、関
かん

東
とう

の凶
きょう

作
さく

を助
たす

ける役
やく

に松
まつ

江
え

藩
はん

が選
えら

ばれました。そして藩
はん

の役
やく

人
にん

が大
おお

笹
ざさ

屋
や

にやってきて米
こめ

蔵
ぐら

を点
てん

検
けん

したのです。すぐに蔵
くら

の中
なか

が空
から

っぽであることが

わかり、茂
も

七
しち

は捕
と

らえられてしまいました。ところが、

大
おお

笹
ざさ

屋
や

の手
て

代
だい

が「旦
だん

那
な

様
さま

は関
かん

係
けい

ありません。すべて私
わたし

が

やったことです」と

話
はな

し、身
み

代
が

わりとなっ

てかわいそうな最
さい

期
ご

を遂
と

げました。大
おお

笹
ざさ

屋
や

と町
まち

の人
ひと

は地
じ

蔵
ぞう

堂
どう

を建
た

て、柳
やなぎ

地
じ

蔵
ぞう

と呼
よ

び、手
て

代
だい

の働
はたら

きに感
かん

謝
しゃ

して祈
いの

りをささげ

ました。

柳地蔵（安来町）

　国道９号から中町の路地を50㍍程進んだお堂に柳地蔵がまつら
れています。この通りは、納屋通りと呼ばれ、昔から手代や番頭
ら商家の奉公人や料亭に出入りする芸者などが多く住んでいた場
所でした。
　お堂を管理する中町自治会は、このお話しを語り継ぎ、現在も
年間を通して清掃を実施しています。また、毎年
８月18日・19日はお堂周辺をちょうちんなどで飾
り、地蔵祭りを催し、町内でお祈りをささげ、夜
遅くまで語らいます。柳地蔵は、280年以上経て
も人々に愛され、そして現在も地域活性化に多大
な貢献をしています。

四コママンガ

▲中央にまつられているのが柳地蔵。


